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本時の目標：ウィーン会議の結果を受けた、ヨーロッパ社会の変化を掴もう。 

ウィーン会議 

（１）結果・・・保守主義の優位：ヨーロッパの政治的現状維持をめざすメッテルニヒらの考え 

    革命とナポレオン時代に広まった１    主義と国民主義（２         ）を抑圧 

    ３        の成立・・・列強の協議により、勢力均衡と平和を維持する体制が定着 

（２）列強体制の柱 

    イギリス・・・経済的繁栄と圧倒的な海軍力で国際的な平和を保つ（４          ） 

    ロシア・・・巨大な陸軍、アレクサンドル 1世提唱の５     同盟にヨーロッパの君主 

          を参加させ（1815年）イギリス・プロイセン・イーストリアと６       

          同盟を結び発言力増大 

ウィーン体制の動揺と七月革命 

（１）自由主義的改革の要求⇒すべて鎮圧 

    ドイツ・・・学生組合７          の改革要求 

    スペイン・・・立憲革命 

    イタリア・・・秘密結社（８         ）の蜂起 

    ロシア・・・デカブリスト（９         ）の乱 

（２）ギリシア独立運動、ラテンアメリカ独立運動・・・メッテルニヒの反対 

   ⇒イギリスは１０       外相のもとで、ラテンアメリカ市場の開拓をねらい独立を支持 

（３）１１      革命・・・フランス 

 ① 背景・・・ルイ 18世継いだ１２        が、厳しい制限選挙の元貴族・聖職者を重視 

 ② 勃発・・・国民の不満をそらすため、オスマン帝国下の１３         に遠征（1830年） 

⇒選挙で反政府派が圧勝。国王は未招集のまま議会を解散 

⇒パリで革命・・・シャルル 10世亡命 

自由主義者でオルレアン家の１３       が王に迎えられる（七月王政の成立） 

 ③ 影響・・・１４        がオランダから独立し、ポーランド・ドイツ・イタリアの蜂起は 

        鎮圧⇒ウィーン体制の反動政治の重点は、オーストリア・ドイツなどの中央地域に 

        後退 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＮＯ８ 

アフリカのイスラーム化 

（１）ナイル川上流地域・・・イスラーム化以前の王国 

 ① ６         ・・・前 8世紀エジプト王朝を滅ぼす⇒アッシリア侵入（前 667年）でナイル川上流へ後退 

    ７            に都をおいた時代：製鉄・商業で繁栄、８          文字使用 

    ⇒４世紀、エチオピアの９          王国により、滅亡 

（２）西アフリカ諸王国 

 ① １０         王国 金を豊富に産出・・・ムスリム商人の１１        と交換 

                  １２            朝の攻撃（1066/1077）による衰退⇒イスラーム化促進 

 ② 13～16世紀に興亡した王国・・・支配階級：イスラーム教徒 

     １３         王国・・・「黄金の国」の呼称：マンサ＝ムーサ王 

     １４         王国・・・西アフリカの隊商都市の大半を支配⇒北アフリカとの交易で繁栄 

 ③ 交易都市１５                 の繁栄・・・内陸アフリカのイスラーム学問の中心地 

（３）アフリカ東岸地域の海港・・・モガデシュを境に南北で 

                    異なる。 

 ① 以北・・・アラビア・イランとの交易 

    以南・・・１６         ・モンバサ・ザンジバル 

         キルワなどの海港都市 

    10世紀以降、ムスリム商人のインド洋交易の拠点 

     ⇒共通語１７         語 

 ② ザンベジ川の南・・・１１世紀頃～１８        王国 

                ⇒インド洋交易で繁栄 

  インド洋交易・・・ 輸出：金・象牙 

             輸入：綿布  ⇒繁栄を物語る遺跡 

                     ・・・１９             

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５ 

○感想と疑問点を記述してください。 

 

イギリスの自由主義的改革 

（１）現在のイギリス 

   イギリスの正式名称 

・・・１５                

イギリスを構成する国 

１６                            

１7                            

１8                            

１9                            

 

（２）宗教 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① キリスト教の宗派 

 ② ２０       法廃止（1828年） 

 ③ ２１          法（1829年）・・・２２         らアイルランド人の運動 

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５ 

〇本時の感想と疑問点を記述してください。 
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